
様式４：地区連絡会議報告書

１　活動の日時や時期、場所等

２　地区の特徴、状況、課題

３　課題解決に向けた活動（農地利用の最適化推進の取組と工夫）

４　活動結果

○　情報・意見交換 1.5 時間

○　担い手への集積 a　増加

○　遊休農地面積 a　解消

○　新規就農者 人　支援

（京都府船井郡京丹波町丹波地区連絡会議）(第4回)

○京力農場プランについて

・京力農場プラン全般について学んでいただくこと及びプラン作成の順序

・中間管理事業法の貝瀬が図られ、最適化推進委員の役割が一層明確になったことなど説明

京丹波町中央公民館 写真・図面
（地区連の写真又は

必要に応じた活動の写真や図面）

○京丹波町の中心地域にあり、役場、京都縦貫道路のインターと合わせて道の駅がある

○中山間に位置づけされる農地もあるが中心地域は平坦でほ場整備された良い農地が展開

○　日時（時期）：

○　場　　　　 所：

○　出　 席　 者：

○　報　 告 　者：

最適化推進委員５人

　ことを学んだ

担い手への
農地利用の
集積・集約化

遊休農地の
発生防止・

解消

新規参入の
促進

その他
（農業振興地域整備
計画見直し・農地利
用状況調査説明会）

〇委員からの発言

・5年・10年先の耕作状況を自らにあてはめて考えると農業が継継続できているのか心配

・現在比較的多くの面積を経営している経営体でも後継者がいないなｋで、こうした経営者が離農すれば大変な状況となる

・プラン再生をしていくためにまず一歩を踏み出すことが大切その一歩はこうした会議における色々な意見から始まることである

農業会議現地推進役塩　貝

令和元年８月２０日

○京力農場プランについて

京都府


